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きらきら いきいき ふれあい育む 豊かなめぐみ野

■ 平成28年かすみがうら市成人式 ･････ p. 2・3

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略に取り組みます ! ･････ p. 4～7

■ 第11回市民マラソン大会 ･････ p.21

Headline  News

市役所職員などを名乗った還付金詐欺に
注意ください。 犯人は、 「医療費の還付金
がある」 「コンビニのATM に行って、 還付
手続きをしてほしい」などと電話をしてきま
すが、 官公署の職員が還付金をATMで
返金することは絶対にありません。 不審な
電話があった際には、 市消費生活センター
（☎ 029-897-1111）または土浦警察署（☎
029-821-0110）にご連絡ください。

不審な電話にご注意ください

親子の絆でゴール

2 月6日、 第11回市民マラソン大会が

行われました。 開催以来初めて参加者

が 1,000 人を超え、 マラソンと駅伝で

熱いレースが繰り広げられました。 当日

の模様は 21 ページに掲載しています。
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平成 28年かすみがうら市成人式

未来に向かって新たな一歩
～平成 28年かすみがうら市成人式～

未来に向かって新たな一歩
～平成 28年かすみがうら市成人式～

晴 

天
に
恵
ま
れ
た
１
月
10
日
、
千

代
田
公
民
館
を
会
場
に
平
成
28

年
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

色
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
３
２
８
人
が
出
席

し
、
新
し
い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。
懐
か

し
い
旧
友
と
再
会
し
た
新
成
人
た
ち
か
ら

は
歓
喜
の
声
が
上
が
り
、
会
場
中
に
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
成
人
者

は「
友
人
と
中
学
校
の
卒
業
式
以
来
、
会
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
再
会
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。式 

典
で
は
、
坪
井
市
長
や
多
く
の
来

賓
の
方
々
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言

葉
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の
坪
井
優
翼
さ

ん
か
ら
は「
一
人
の
大
人
と
し
て
、
社
会
に

貢
献
し
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

成 
人
式
の
企
画
・
運
営
は
成
人
式

実
行
委
員
の
13
人
が
担
当
し
ま
し

た
。
学
業
の
合
間
を
縫
っ
て
事
前
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

や
記
念
品
な
ど
の
内
容
を
成
人
者
の
視
点

で
考
え
決
定
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日

に
会
場
準
備
や
記
念
品
な
ど
の
準
備
、
当

日
は
司
会
や
挨
拶
な
ど
手
分
け
し
て
自
分

た
ち
の
手
で
成
人
式
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

二十歳を迎えた青年の新たな門出を祝福し激励するため、 併せて、

成人がお互いにその喜びを分かち合い、 社会からの信頼と期待に応え

られる社会人となるための自覚と認識を促進することを目的として開催
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
と
は
？

国
は
、
急
激
な
人
口
減
少
お
よ
び
東
京
一
極

集
中
に
よ
る
地
方
経
済
の
縮
小
と
い
う
課
題
に

対
し
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
活
力
あ
る
社
会
の
維
持
を
目
指
し

て
い
ま
す
。「
か
す
み
が
う
ら
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、
次
の
視
点
を
も
と
に
、

本
市
の
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
の
自
立
的
か

つ
持
続
的
な
活
性
化
に
向
け
、
目
指
す
姿
や
最

初
の
５
年
間
の
基
本
的
な
取
組
方
向
と
取
組
項

目
を
示
し
た
も
の
で
す
。

【
ま
ち
】地
方
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。
地
域
の
特

性
に
即
し
て
課
題
を
解
決
す
る
。

【
ひ
と
】地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
。

若
者
の
就
労
・
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
。
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
。

【
し
ご
と
】若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
、
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る
。

基
本
方
針
・
計
画
期
間

本
戦
略
で
は
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
課
題
を
解
消
し
、
希
望
す
る
人
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
現
状
で
１
・
５０
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
、
２
０
２
５
（
平
成
37
）年
に
１
・
８
、

２
０
４
０
（
平
成
52
）年
に
２
・
１０
ま
で
段
階
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
移
動
の
改
善
に
向
け
、
市
内
で

の
雇
用
の
確
保
・
拡
大
や
定
住
環
境
と
し
て
の

魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
併

せ
て
、
進
学
、
就
職
の
た
め
市
外
に
転
出
し
た

若
者
を
生
ま
れ
育
っ
た
か
す
み
が
う
ら
市
に
呼
び

戻
す
施
策
な
ど
、
社
会
移
動
に
よ
る
人
口
増
を

図
り
ま
す
。

短
期
間
に
実
行
性
の
高
い
施
策
を
展
開
す
る

観
点
か
ら
、
計
画
期
間
は
平
成
27
～
31
年
度
の

５
年
間
と
し
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
目
標
ご
と
、
も
し
く
は
2
つ
の
基
本
目

標
を
ま
た
が
っ
て
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
具
体
的
な
施
策
の
中
で
も
、
目

標
達
成
に
向
け
て
特
に
効
果
的
で
実
現
性
が
高

い
取
り
組
み
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け

ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携
を
図
る
こ

と
で
相
乗
効
果
が
見
込
ま
れ
、
よ
り
効
果
的
な

取
り
組
み
に
な
り
、
若
年
世
代
の
移
住
・
定
住

の
促
進
と
と
も
に
、
特
に
出
産
・
子
育
て
を
行

う
家
庭
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
魅
力
や
地
方
創
生
に
係
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内

外
へ
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
情

報
交
換
・
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

※
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は
６
～
７
ペ
ー
ジ

かすみがうら市の将来推計人口
国立社会保障・人口問題研究所によると、 本市の人口は減少傾向が続き、 2040(平成５２) 年には現在より約1

万人減少し 33,095人で、 2010(平成２２) 年の７６．０％となると推計されています。 若年世代の減少は、 今後生まれ

てくる子どもの数の減少につながり、 人口減少が加速化していくことが予測されます。
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平成 7年

2000
平成１２年
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2010
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平成３２年
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45,288 45,229 44,603 43,553
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40,732
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33,095

基本目標1 かすみがうら市の特色を活かして、 安定した雇用を創出する

⇒安定した雇用を創出し、 新たな転入者を確保する。

〇�企業誘致や創業・起業の推進、 6次産業化の推進により、 安定した雇用を創出し、 市民の定住、 市

外からの新たな転入者の確保を目指します。

基本目標2 地域の魅力を磨き、 新しい人の流れをつくる

⇒交流人口の増加、 Ｕターン者の増加を目指す。

〇��自然環境を活用した交流人口の増加により、 新しい人の流れを創出するとともに、 進学・就職により一

度転出した出身者をターゲットとして、 U ターンの促進を図ります。

基本目標3 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

⇒結婚・出産の支援により、 合計特殊出生率を向上する。

〇��出会いの場の創出、 子育て・教育の一体的な支援による子育て環境の充実を図り、 成婚者の増加と

出生率の増加を目指します。

基本目標4 安心な暮らしを守り、 地域と地域をつなぎ、 定住を促進する

⇒安心な暮らしによる定住促進、 転出者の抑制を図る。

〇��新たな拠点づくり、 空き家活用による住まいの確保、 災害に強いまちづくり、 公共交通ネットワークの充

実などにより、 安心な暮らしの実現を目指します。

【4 つの基本目標】
本戦略では、 次の 4つの基本目標を設定します。

問
地
方
創
生
担
当（
千
代
田
庁
舎
）

交
流
人
口
の
増
加
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加

結
婚
・
出
産
の
支
援
に
よ
り
、

合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上

安
心
な
暮
ら
し
に
よ
る

定
住
促
進
、
転
出
者
の
抑
制

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
、

新
た
な
転
入
者
の
確
保

①働く場づくり

プロジェクト

③子どもミライ

プロジェクト

⑥空き家活用

プロジェクト

⑦公共交通活性化

プロジェクト

④マドンナ 
（プリンセス）
プロジェクト

⑤出産応援

プロジェクト

②地域資源活性化

プロジェクト

かすみがうら市

情 報 発 信

市民・若者・企業・市外居住者・旅行者（国内外）

連携

連携

連携 連携

▲��市ホームページ

ＱＲコード
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働
く
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ド
ン
ナ（
プ
リ
ン
ス
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出
産
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
業
誘
致
に
向
け
て
税
制
を
含
め
た
優
遇
措
置
な
ど
に
よ
り
、

積
極
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
窓
口
の
一
本
化
や

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
新
た
な
企
業
立
地
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
豊

か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
創
業
・
起
業
を
推
進
す
る
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
支
援
や
相
談
窓
口
の
設
置
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催

に
よ
り
、
雇
用
を
拡
大
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

内
容

進
学
や
就
職
に
よ
り
都
心
方
面
へ
転
出
し
て
い
る
若
者
に
対
し
、

結
婚
期
に
あ
た
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
同
窓
会
」「
同
郷
会
」を
企
画
提

供
し
ま
す
。
相
性
の
良
い
男
女
を
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、

適
切
な
職
業
に
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
、「
婚
活
」「
創
業
」「
定

住（
空
き
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
）」と
い
っ
た
複
数
の
要
素

を
盛
り
込
ん
だ
、
先
駆
的
な
こ
れ
ま
で
に
な
い
イ
ベ
ン
ト「
赤
い
糸

パ
ー
テ
ィ
ー｣

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

内
容

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
児
童
手
当
、
医
療
福
祉
制
度
、
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
、
就
学
支
援
費
事
業
に
加
え
、
不
妊
治
療
や

妊
婦
に
対
す
る
通
院
費
用
の
助
成
を
実
施
し
、
経
済
的
負
担
や

不
安
を
軽
減
し
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
か
な
え
ま

す
。
加
え
て
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

出
産
し
や
す
い
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
出
生
数
の
増

加
を
図
り
、
若
年
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

推
進
イ
メ
ー
ジ

推
進
イ
メ
ー
ジ

推
進
イ
メ
ー
ジ

▷ �かすみがうら市で起業し
たい

▷ �かすみがうら市の資源を
活用して創業したい

▷ �かすみがうら市の立地
条件を活用して事業所
を立地したい

積極的な企業誘致
○�企業立地促進助成金の拡充
（税制を含めた優遇措置）

○�本社移転の場合は現行制度に
上乗せ

○�工業団地内などの空き工場・
空き土地のあっ旋

窓口の一本化
○コンシェルジュ配置
○企業の意向調査
○立地場所のＰＲ

⬆

⬆

創業・起業の推進
○�創業支援事業計画策定による
創業支援

○専門家による支援の制度化

○事務所のあっ旋

○創業支援助成制度創設

相談・育成
○�相談窓口設置（ワンストップ窓口）

○�創業塾・講演会・セミナーな
どの開催

⬆

雇用の拡大・就業者数の増加

⬆

地
域
資
源
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

霞
ヶ
浦
を
周
遊
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
自
然
を
活
か
し
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
周
辺
都
市
や
首
都

圏
か
ら
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
農
水
産
物
を
活
か
し
た
６
次
産
業
化
を
促
進
し
、
特
産

品
紹
介
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
同
時
開
催
や
体
験
型
観
光
と
の
連
携
を

図
り
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

推
進
イ
メ
ー
ジ

○��サイクリング・トレッキングツアーの実施
（コース・特産品紹介イベントなど同時開催）

○案内標識や、 トイレなどの施設整備
○�雪入ふれあいの里公園などを拠点としたトレッ
キングコース・施設の整備

スポーツ交流イベントの実施

霞ヶ浦

○販売支援共同設備導入支援
○新商品開発（日本酒など）

○�販路拡大の推進
（海外輸出・食材サロンなどへの参加）

○�開発支援
（大学などと連携、 メニュー開発、 規格外品の加工商品化）

第1次産業活性化、 6次産業化

○�ＰＲ推進事業
（地域資源などの情報発信）

○講座イベントの実施

首都圏への PR

イベント参加者への
ＰＲ ・販路拡大

特産品のＰＲ
観光連携

イベント
に参加

首都圏への情報
発信やＰＲ 扌扌 扌扌

子
ど
も
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

子
ど
も
た
ち
が
、
故
郷
の
魅
力
や
特
徴
、
問
題
点
を
学
び
、
市

の
現
状
や
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
市

内
で
の
就
業
や
起
業
を
希
望
し
、
将
来
の
ま
ち
を
担
う
若
者
の
定
住

率
、
Ｕ
タ
ー
ン
率
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
を
含
め
た
教

育
関
係
や
生
涯
学
習
関
係
者
に
よ
る
地
元
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

推
進
イ
メ
ー
ジ

地方創生に関する国や報道
関係の資料や映像は、 子ど
もたちにとってわかりにくい

子どもたちに地域のことを知っ
てもらい、 郷土愛を持ち、 将
来的に定住または応援する

・ �独自の地理、 産業、 文化
がある

・遊休施設の活用可能性

国や市の現状と将来について、 子どもたちが理
解しやすい教材や映像資料・マンガなどを制
作し、 市内の全中学校に配布

▼ �地場産業や地域の歴史・文化などを学ぶ
地元学を実施

▼ �子ども達がかすみがうら市の未来を考える
ワークショップを実施（中学２年生を想定）

▼ �国地場産品や歴史文化を活用した子どもた
ちによるビジネスプランづくり

▼ビジネスプランの実践（中学３年生を想定）

▼ �上記の教材・コンテンツを活用し、 市内3中学校を対象に地方創生をテーマ
とした出前授業を実施

▼ �子どもから大人へ成長する過渡期にある中学1年生への授業を想定

子どもたちが理解しやすい教材・コンテンツ

地方創生に関する出前授業

まちの未来を考える「子どもミライワークショップ」

子どもたちが理解しやすい教材・コンテンツ

➡
➡

➡

ジモトに残るマドンナが帰郷を

呼びかける同窓会を企画

ジモトのしごと紹介・しごと体験

と連携して同郷会を企画

STEP １ �ジモトに残るマドンナ（プリンス）
を中心に「呼びかけ隊」を結成

STEP ２ �同窓会（既設）と連携して、 同
郷会を企画する。

STEP ３ 赤い糸パーティーを実施ジモ
トの産品でふるまう。

（ex. 栗・梨・レンコン・魚・貝）

STEP ４ �出会った人、帰郷しようと思っ
た人などを把握する。

STEP ５ 商工会など様々な組織で全
面的に支援する。
（ex. 住宅・子育て・しごと）

連携開催

同 郷 会

○○年ぶりに
集まろう !

赤 い 糸
同窓会プロジェクト
■マッチング機会を創出。
■�マドンナ（プリンス）が中心となって

帰郷を呼びかける
ちゃんと受け止める

しごとを紹介する
イメージ

居住地は静かな故郷で。
スローライフにあこがれ。

・雇用創出
・活力づくり

▷ �出産や子育てに係る費
用が心配で子どもを増や
すことを断念せざるを得
ない。

▷ �子どもを持ちたいがなか
なか妊娠できない。

▷ �不妊治療が高額で続け
られない。�

不妊治療にかかる費用に
対する助成の拡充

出産・子育てサークル活動の活性化

⬆

妊婦の通院費用に対する
助成の新設
通学定期の助成

出生数の増加

⬆

▷ �出産・子育てに関して不安だ。
▷ �出産・子育てに関する知識や経験談

などを学びたい。

⬆

空
き
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公
共
交
通
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容

市
内
の
空
き
家
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
り
、
良
好
な
住
環
境
の

確
保
と
定
住
促
進
、
起
業
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

内
容

神
立
駅
を
中
心
に
市
内
循
環
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の

運
行
を
進
め
、
駅
周
辺
と
集
落
地
域
の
ア
ク
セ
ス
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
学
定
期
券
へ
の
助
成
を
行
い
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
、
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
市
内

の
移
動
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
通
学
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
行
う
こ
と
で
、
転
出
者
の
抑
制
を
目
指
し
ま
す
。

推
進
イ
メ
ー
ジ

空き家物件
の募集・ 情
報発信

空き家の修
繕費用の助
成など

地域の協力
による空き家
の掘り起し

空き家バンク制度

扌扌 扌扌修繕
助成

修繕
助成

登録

扌扌情報発
信・ＰＲ

問合せ
・交渉 扌扌情報発

信・ＰＲ
問合せ
・交渉

登録

空き家
空き店舗

空き事務所

新規創業 ・
起業希望者

移住 ・ 定住
希望者

扌
扌

扌

周辺の
自然環境

周辺の
自然環境

周辺の
自然環境

周辺の
自然環境



中根颯星さん（上佐谷小 1 年）

▲

防犯ポスターコンクール【最優秀賞】

informationス ク ー ル イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン・

男子バスケットボール部

（下稲吉中）

▲

県民総合体育大会男

子バスケットボールの部

【2位】

女子ソフトテニス部

（霞ヶ浦中）

▲

県民総合体育大

会ソフトテニス部女子

団体の部【3位】

大滝祢翔さん（新治小1年）

▲

茨城県小学生バドミントン

低学年大会1年男子シング

ルスの部【優勝】

大槻翼さん（下稲吉中3 年）

▲

第 39回関東中学校水泳

競技大会男子50 メートル自

由形【1位】、 男子100 メート

ル自由形【2位】

日頃の練習の
成果が実を結ぶ
平成27年中に、 スポーツや学習面、 文化活動などさまざまな分野の大

会やコンクールで優れた成績を収めた児童・生徒、 チームを紹介します。

宍倉スポーツ少年団

▲

茨城県スポーツ少年団ス

ポーツ大会バレーボール競技

小学男子競技型【3 位】

▲

第

35回全日本バレーボール小

学生大会茨城県大会【3位】

冨田将崇さん（霞ヶ浦中3年）

▲

県民総合体育大会陸上競

技男子走り幅跳び【3位】

他のコンクールでも賞を
取りたいです

石塚愛莉さん（下稲吉小 5 年）

石塚瑛美莉さん（下稲吉小 4 年）

��
▲

茨城県統計グラフコンクール

【茨城県統計協会総裁賞】

全国大会でも

入賞を目指します

school

藤井駿輔さん（霞ヶ浦中 3 年）

▲

第 24回関東中学校ハンド

ボール大会兼ＪＯＣジュニアオ

リンピックカップ関東地区大会

【優勝】※茨城選抜酒井菜々花さん（宍倉小 5 年）

▲

笠松スポーツフェスティバル

第37回茨城県小学生陸上競

技大会5年女子走り幅跳びの

部【1位】

為頭李多さん

（霞ヶ浦中1 年）

▲

大好きいばらき県

民会議作文コンクー

ル【大好きいばらき県

民会議理事長賞】

来年も 1位を

目指します
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◆
個
人

◦
小
松
真
琴
さ
ん（
霞
ヶ
浦
中
３
年
）▼
県

民
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
女
子
砲
丸

投
げ【
２
位
】▼
第
43
回
関
東
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
共
通
女
子
砲
丸
投【
２
位
】▼
第

61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大

会
女
子
共
通
砲
丸
投【
７
位
】▼
第
42
回
全

日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女

子
砲
丸
投【
８
位
】▼
第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
女
子
円
盤
投
げ

【
２
位
】

◦
大
川
真
輝
さ
ん（
霞
ヶ
浦
中
３
年
）▼
第

54
回
下
水
道
の
日「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン

ク
ー
ル
」書
道
部
門
中
学
生
の
部【
日
本
下

水
道
協
会
会
長
賞
】▼
第
31
回
高
円
宮
杯

日
本
武
道
館
書
写
書
道
大
展
覧
会（
毛
筆

の
部
）【
日
本
武
道
館
会
長
賞
】▼
第
51
回

Ｊ
Ａ
共
済
茨
城
県
小
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー

ル（
半
紙
の
部
）【
金
賞
・
特
別
賞
・
家
の

光
協
会
会
長
賞
】▼
平
成
27
年
度
茨
城
県

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
書
道
部
門

【
知
事
賞
特
選
】▼
第
59
回（
平
成
27
年
度
）

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー

ル（
半
紙
の
部
）【
農
林
水
産
大
臣
賞
】

◦
櫻
井
恵
太
・
小
松
﨑
大
輝
組（
霞
ヶ
浦

中
）▼
県
民
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
男
子
個
人
の
部【
５
位
】

◦
内
山
結
愛
さ
ん（
下
稲
吉
中
３
年
）▼

２
０
１
５
年
沼
尻
直
杯
全
国
中
学
生
レ
ス

リ
ン
グ
大
会
52
キ
ロ
級【
２
位
】▼
平
成
27

年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
中
学
生
の
部
52
キ
ロ
級

【
１
位
】

◦
原
田
陸
さ
ん（
下
稲
吉
中
２
年
）▼
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

２
０
１
５
男
子
マ
ッ
ソ
ギ
51
キ
ロ
級【
３
位
】

◦
武
田
諒
太
さ
ん（
千
代
田
中
３
年
）▼
第

39
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
男
子

50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
出
場

◦
内
山
椋
太
さ
ん（
下
稲
吉
中
１
年
）▼
第

19
回
全
国
少
年
少
女
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
小
学
６
年
51
キ
ロ
級【
優
勝
】

◆
団
体

◦
か
す
み
が
う
ら
Ｊ
Ｖ
Ｓ
▼
第
34
回
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
茨
城
県
大
会【
優
勝
】

▼
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
小
学
女
子
競
技
型

【
優
勝
】▼
第
35
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ル
小

学
生
大
会
茨
城
県
大
会【
準
優
勝
】

宮根亜舞さん

福島聡華さん

仲田頼人さん

鈴木栞奈さん

（志士庫小 1 年）

▲

茨城県統計グラフコンクール

【茨城県統計協会総裁賞】

新治クラブ

▲

茨城県少年少女ハンドボール大会兼全

国・関東予選会【2位】

▲

東日本小学生ハ

ンドボール大会【3位】

▲

茨城県ハンドボー

ル総合選手権大会兼入江杯【優勝】

▲

茨

城県近隣少年少女ハンドボール大会兼田

中杯【2位】

種類 改正前料金 改正後料金 取り扱い窓口

▲

住民票抄本（世帯の一部）▲

住民票除票▲

改正原住民票▲

記載事項証明書▲ �

戸籍附票謄本及び抄本（現・除・改）▲

身分証明書▲

結婚要件具備証明書▲

印鑑証明書▲

印鑑再登録▲

不在住・不在籍証明書

200円 300 円
千代田窓口セン
ター（千代田庁舎）

霞ヶ浦窓口セン
ター（霞ヶ浦庁舎）

中央出張所

▲

住民票謄本（世帯全員）

1世帯5人まで 200円

1 世帯 300 円1世帯5人を超え10人まで 300円

1世帯10人を超える場合400円

▲ �

マイナンバー通知カード再発行 500 円

▲ �

マイナンバー個人番号カード再発行 800 円

種類 改正前料金 改正後料金 取り扱い窓口

固定資産税

▲

登載証明書（※❶）▲

評価証明書（※❶）▲

公課証明書（※❶）▲ �

課税台帳記載事項
証明書（※❶）▲

資産証明書

200円

※❶ ： �5筆（棟）まで 200
円、 6筆（棟）以上
は1筆（棟）につき
40円加算

300 円

※❶ ： �5 筆（棟）まで 300円、
6 筆（棟）以上は1筆
（棟）につき 60円加算

税務課（千代田庁
舎）・ 霞ヶ浦窓口
センター（霞ヶ浦庁
舎）・中央出張所

▲

現況証明書（※❷）▲

専用住宅証明書▲

滅失証明書

200円

※❷ ： �現況確認を伴う場
合は500円

300 円

※❷ ： �現況確認を伴う場合は
500円

税務課（千代田庁
舎）・霞ヶ浦窓口セ
ンター（霞ヶ浦庁舎）

閲覧

▲

地番図

200円 300 円

▲ �

土地家屋償却資産
課税台帳（名寄帳）

税務課（千代田庁
舎）・ 霞ヶ浦窓口
センター（霞ヶ浦庁
舎）・中央出張所

申告用公課証明書 無料 無料

市民税

▲

所得証明書▲

課税証明書▲

非課税証明書▲

申告書の写し▲

所在証明書（※❸）

200円

※❸ ：軽自動車は無料

300 円

※❸ ：軽自動車は無料

納税

▲

固定資産税▲

市・県民税▲

軽自動車税（※❹）▲

法人市民税▲

国民健康保険税▲

その 2（未納がない証明）

200円

※❹ ：車検用は無料

300 円

※❹ ：車検用は無料

改正のお知らせ 【 3 月1日～】手 料数

※�証明書コンビニ交付をご利用の場合は、住民票謄抄本・印鑑証明書は平成30年3月31日までの間、1通あたり200円で交付を受けられます。

なお、 マイナンバー個人番号カードに電子証明書搭載の場合の再発行は、 別途200円の手数料が必要です。

住民票・戸籍など　　問市民課（千代田庁舎）

税証明　　問税務課（千代田庁舎）

住民票や税証明などの発行手数料が、 次のように変わります。
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15 火 ▲ ミニウォーキング（里山ウォーク） [ 要予約 ]
10:00 千代田保健センター

霞ヶ浦保健センター 

16 水

17 木
○ にこにこ教室 [要予約]10:00 千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター 

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで 千代田庁舎 千代田庁舎

18 金 ○ 1歳 6 カ月児健診（H26.8 月生）
13:00 霞ヶ浦保健センター

霞ヶ浦保健センター 

19 土 ▲ なんでもかんでも相談 13:30 やまゆり館 社会福祉協議会

20 日

21 月

22 火 ▲ 子育て相談室 [ 要予約 ]9:30/14:00 やまゆり館
3 月1日火 9:00 から予約受付

やまゆり館 

23 水 ▲ 心配ごと相談 13:30 ～15:00 あじさい館 社会福祉協議会 

24 木

○ にこにこ教室 [要予約]10:00 千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター 

▲ 法律相談 [ 要予約 ]13:00 あじさい館
3 月1日火 8:30 から予約受付

社会福祉課

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで 千代田庁舎 千代田庁舎

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

お知らせ＆カレンダー　

☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

1 火

2 水 ○ にこにこ教室（年中教室） [ 要予約 ]
14:00 千代田保健センター

霞ヶ浦保健センター 

3 木
○ 3 歳児健診（H24.11月生）13:00 霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター 

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで 千代田庁舎 千代田庁舎

4 金

5 土 ■ あじさい土曜名画座 18:00 あじさい館
霞ヶ浦公民館

（あじさい館）

6 日

7 月
▲ 育児相談 [ 要予約 ]　9:30 霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

▲ きらきら輝くための健康相談 [ 要予約 ]
13:00 霞ヶ浦保健センター

霞ヶ浦保健センター 

8 火 ▲ 子育て相談室 [ 要予約 ]9:30/14:00 やまゆり館
3 月1日火 9:00 から予約受付

やまゆり館 

9 水
■ 親子撮影会 [ 要予約 ]

10:00 やまゆり館 2 月 24 日水 9:00 から予約受付
やまゆり館 

▲ 心配ごと相談 13:30 ～15:00 働く女性の家 社会福祉協議会 

10 木

○ 4カ月児健診（H27.11月生）13:00霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター 

○ にこにこ教室 [要予約]10:00 千代田保健センター 霞ヶ浦保健センター 

▲ 法律相談 [ 要予約 ]13:00 働く女性の家
3 月1日火 8:30 から予約受付

社会福祉課

▲ 農地相談 [ 要予約 ]9:00 霞ヶ浦庁舎 農業委員会

◇ 窓口サービス時間延長 19:00 まで 千代田庁舎 千代田庁舎

11 金
○ 2 歳児歯科健診（H25.10・11月生）

13:00 霞ヶ浦保健センター
霞ヶ浦保健センター 

■ おやつをつくろう（託児付き） [ 要予約 ]
10:00 あじさい館 3 月1日火 9:00 から予約受付

やまゆり館 

12 土

13 日

14 月 ▲ こころの相談[要予約]　13:30霞ヶ浦保健センター 霞ヶ浦保健センター

12かすみがうらかすみがうら13

3月
このカレンダーは広報誌からはずし掲示してご利用いただけます。

◆問い合わせ先一覧

◦千代田庁舎 ・ 霞ヶ浦庁舎☎ 0299-59-2111・ 029-897-1111

◦中央出張所☎ 029-831-2234 ◦あじさい館☎ 029-897-0511

◦霞ヶ浦保健センター☎ 029-898-2312 ◦千代田公民館☎ 0299-59-5252

◦社会福祉協議会☎ 029-898-2527 ◦やまゆり館☎ 029-832-5601

◇行政案内　○健康　▲相談　■イベント

◉参加費 ▼各日200 円／中学生以下100 円

▼ �施設休館日は、 クラブもお休みです

【なかよしスポーツクラブ】 

問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30◉硬式テニス

▼毎週日 9:00◉ピンポン ▼毎週火土12:30

／毎週木19:00◉フットサル ▼毎週水金19:00

◉よさこいソーラン ▼毎週日10:30◉軽音楽

▼毎週日 9:30◉こどもひろば ▼ 12日土 9:00

◉ユニカール ▼ 26日土13:00◉グラウンドゴ

ルフ ▼毎週水 9:30 ／毎週金13:00 ※場所は

すべて第1常陸野公園◉硬式テニス ▼毎週

水19:00 多目的運動広場◉太極拳 ▼毎週水
19:30 プルミエール常陸野 2 号館◉社交ダン

ス ▼毎週木日13:00 千代田公民館◉ウオーキ

ング ▼ 23日水 9:30 霞ヶ浦湖畔を歩く

【エンジョイスポーツクラブ】 

問 高田 ☎ 090-2420-7846

◉スポーツ吹き矢［初回 500 円］ ▼第 2.3.4木
19:30◉グラウンドゴルフ ▼毎週火 9:00 （２２日

を除く）◉ターゲットバードゴルフ ▼第1.3金9:00

※場所はすべてあじさい館◉ソフトバレーボー

ル＆卓球 ▼毎週火 20:00 体育センター（２２日を

除く）◉弓道［要予約］ ▼毎週日13:30 多目的運

動広場◉筑波山ウオーキング［千円・ 要予約］

▼ 13日日 8:30

かすみがうらスポーツカルチャー日程

【指導士の会】　　問 石川 ☎ 090-4222-3184

▼ 第 1.2.3.5火 13:00 あ じ さ い 館 ▼ 第 2火
10:00 千代田公民館 ▼第1.3 🈷10:00 働く女性

の家 ▼第 2.4🈷13:00 大塚ふれあいセンター ▼

第1.2.4金10:00 やまゆり館

シルバーリハビリ体操教室日程

期限内納付にご協力ありがとうございます。 こ

れからも期限内納付にご協力をお願いします。

市税などの納期限

休日や夜間に緊急対応している医療機関（歯科を

除く）を 24 時間、 案内しています。

☎ 029-241-4199

休日・ 夜間救急医療情報

※時間は 9:00 ～12:00 ／ 13:00 ～16:00

❶	期日 平日月火木金 場所 霞ヶ浦庁舎

❷	期日 平日水金 場所 勤労青少年ホーム

問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

消費生活相談

防災行政無線で放送した内容を確認できるテレホ

ンサービスを行っています。

☎ 0800-800-3674

防災行政無線（24 時間・ 通話無料）

休日緊急診療当番医

◉土浦地区 ▼ ▼ ▼診療時間 9:00 ～ 16:00

【外科】
6 日

13 日

20 日

21 日

27 日

野上病院

伊野整形外科医院

野上病院

あくつ整形外科

県南病院

☎ 029-822-0145

☎ 029-821-6028

☎ 029-822-0145

☎ 029-841-4665

☎ 029-841-1148

【内科】
6 日

13 日

20 日

21 日

27 日

あおき内科クリニック

宮崎クリニック

新治診療所

神立病院

大塚クリニック

☎ 029-825-8181

☎ 029-830-6800

☎ 029-862-4668

☎ 029-831-9711

☎ 029-832-7555

◉石岡地区 ▼ ▼ ▼診療時間 9:00 ～ 16:00

【外科】
6 日

13 日

20 日

21 日

27 日

石岡市医師会病院

石岡市医師会病院

石岡市医師会病院

山王台病院

石岡第一病院

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-22-4321

☎ 0299-26-3130

☎ 0299-22-5151

【内科 ・ 小児科】 
6.13.20.21.27 日
石岡市医師会病院☎ 0299-23-3515

◆夜間緊急診療受付時間18:00 ～ 21:30

5.6.12.13.19.20.21.26.27 日
石岡市医師会病院☎ 0299-23-3515

有料広告欄 有料広告欄



▼広報かすみがうらは、 ホームページで掲載しているほか、 市内公共施設やスーパー、 コンビニなどにも設置しています（一部コンビニ除く）

お知らせと情報

や
ま
ゆ
り
館
行
事[

要
予
約]

❶
親
子
撮
影
会

日
時

３
月
９
日
水
午
前
10
時
～

募
集

�

親
子
10
組（
２
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
）

費
用

参
加
費
２
０
０
円

※
２
月
24
日
水
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付
。

❷
お
や
つ
を
つ
く
ろ
う（
託
児
付
き
）

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

◉人 口	 43,088人	 [前月比 -23 ]

◉男 性	 21,876人	 [前月比 -23 ]

◉女 性	 21,212人	 [前月比 ±0 ]

◉世帯数	 16,859世帯	[前月比 - 3 ]

▼平成 28年 2月1日現在

（住民基本台帳人口）

▼かすみがうら市の人口

14かすみがうらかすみがうら15

Information＆News

く　

ら　
し

相　

談　

会

▼国保年金ニュース

60 歳からの

国民年金任意加入制度について

60 歳までに老齢基礎年金の受給

資格期間（25年）を満たしていない方や

４０年の納付期間がないため老齢基礎

年金を満額受給できない方で、 厚生

年金・共済年金に加入していない場合

には、 ６０歳以降でも申し出した月から

任意加入することができます。 ただし、

老齢基礎年金の繰上げ支給を受けて

いる方は、 加入できません。

▲

対象者

❶�日本国内に住所のある60歳以上65

歳未満の方で、 受給資格期間（25

年）を満たしていない方や年金額を

満額に近づけたい方。

❷ 65歳に達しても受給資格期間を満

たしていない方は、 70歳まで加入す

ることができます。 この場合は、 受

給資格期間を満たすまでの加入とな

ります。

▲

納付方法

口座振替が原則です。

▲

申請方法

年金手帳・印鑑・口座番号の分か

るものを持参し、 国保年金課（千代田

庁舎）、 霞ヶ浦窓口センター（霞ヶ浦庁

舎）、 中央出張所で申請してください。

問 国保年金課（千代田庁舎）

２
月
21
日
日
・
28
日
日（
午
前
８
時
半
～
午

後
5
時
15
分
）中
央
出
張
所
の
窓
口
を
開
庁
し

て
い
ま
す
。

取
扱
業
務

住
民
票
謄
抄
本
・
戸
籍
謄
抄
本
・

身
分
証
明
書
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
軽
自
動
車
住
所
証
明
書
の
交

付
／
印
鑑
登
録
・
廃
止

㊟�

戸
籍
謄
抄
本
は
、
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を

除
き
ま
す
。
印
鑑
登
録
・
廃
止
は
、
官
公
署

発
行
の
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

た
本
人
に
限
り
ま
す
。

※�

３
月
１
日
か
ら
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始
に
伴

い
、
日
曜
窓
口
開
庁
は
２
月
で
終
了
し
ま
す
。

問 

市
民
課（
千
代
田
庁
舎
）

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付
や

納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
開
庁
時
間
を
延

長
し
て
い
ま
す
。（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

日
時　
　

毎
週
木
午
後
7
時
ま
で

開
庁
窓
口　

税
務
課
・
国
保
年
金
課
・
納
税
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

中
央
出
張
所
日
曜
窓
口
の
開
庁（
２
月
中
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

▼広報誌へのご意見をお寄せください　　 ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です

▼あじさい土曜名画座

毎月第1土曜日は、 あじさい館の大

画面で映画をお楽しみください。

▼日時3月5日土 18:00 ～

※30分前から開場します。

▼場所 あじさい館 [視聴覚室 ]

▼料金 １００円　[上映時間113分 ]

問 霞ヶ浦公民館 ☎ 029-897-0511

就
労
相
談（
職
業
自
立
サ
ポ
ー
ト
）[

要
予
約]

働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
…
そ
ん
な
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

３
月
７
日
月
午
後
１
時
～
４
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

15
歳
～
39
歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の
保
護
者

問 

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎ 

０
２
９
（
８
９
３
）
３
３
８
０

読
み
聞
か
せ
会
・
お
話
会

▼
読
み
聞
か
せ
会[

つ
く
し
ん
ぼ]

日
時

３
月
３
日
木
午
後
４
時
～（
大
塚
児
童
館
）・

４
日
金
午
後
４
時
～（
稲
吉
児
童
館
）・
８

日
火
午
後
３
時
～（
新
治
児
童
館
）

▼
お
話
会[

石
の
ス
ー
プ
の
会]

日
時

３
月
12
日
土
午
後
２
時
～（
図
書
館
）

問 

図
書
館

☎ 

０
２
９
（
８
９
７
）
０
６
４
７

ＨＰ ＱＲコード

日
時

３
月
11
日
金
午
前
10
時
～

募
集

親
子
15
組（
０
歳
か
ら
就
学
時
前
と
そ

の
保
護
者
）

※
場
所
は
、
あ
じ
さ
い
館
に
な
り
ま
す
。

※
３
月
１
日
火
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付
。

❸
子
育
て
相
談
室

日
時

３
月
８
日
火
・
22
日
火

午
前
９
時
半
～
11
時
・
午
後
２
時
～
４
時

※
家
庭
訪
問
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
３
月
１
日
火
午
前
９
時
か
ら
予
約
受
付
。

問 

や
ま
ゆ
り
館 

☎ 

０
２
９
（
８
３
２
）
５
６
０
１

無
料
結
婚
相
談
会

結
婚
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
両
親

の
相
談
も
可
能
で
す
。

日
時

３
月
13
日
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

東
地
区
公
民
館

（
石
岡
市
東
石
岡
４
‐
６
‐
24
）

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
が
４
月
17
日
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
を
支
え
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
応
援
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

❶
キ
ロ
標
示
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス

で
１
キ
ロ
ご
と
に
キ
ロ
標
示

看
板
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
２
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

３
月
15
日
火

※
代
表
者
が
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
着
用
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

パ
ー
と
帽
子
を
進
呈
し
ま
す
。

❷
か
す
マ
ラ
応
援
ダ
ン
ス

ご
家
族
や
お
友
達
、
会
社
の
同
僚
な
ど
、
皆

募　

集

さ
ん
で
か
す
マ
ラ
応
援
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
市
ふ
る
さ
と
大
使
オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
さ
ん

が
歌
う
応
援
ソ
ン
グ「
誰
も
が
ヒ
ー
ロ
ー
」に
合

わ
せ
て
踊
っ
て
い
る
様
子
を
動
画
撮
影
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

３
月
15
日
火

※�

練
習
用
の
映
像
は
、
か
す
み

が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

※
応
募
方
法
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課　
☎
０
２
９
（
８
９
７
）
０
５
１
１

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン

無
料
税
務
相
談
会[

要
予
約]

土
地
や
マ
イ
ホ
ー
ム
、
相
続
な
ど
暮
ら
し
中
の

３
月
は
自
殺
防
止
月
間

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
つ
ら
い
こ
と
・
苦
し

い
こ
と
は
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、
悩
み
を
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
周
囲
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
い
の
ち
の
電
話
▼
つ
く
ば（
毎
日
・
24
時
間
）

☎ 

０
２
９
（
８
５
５
）
１
０
０
０

い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
▼
平
日

（
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
）

☎ 

０
２
９
（
２
４
４
）
０
５
５
６

問 

茨
城
県
障
害
福
祉
課

☎ 

０
２
９
（
３
０
１
）
３
３
６
８

子
ど
も
予
防
接
種
週
間[

３
月
１
日
～
７
日]

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
・
進
学
・
就
職
な
ど

に
備
え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❶
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

第
２
期
対
象
者

年
長
児（
平
成
21
年
４
月
２
日

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

❷
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）予
防
接
種

対
象
者

�

小
学
６
年
生（
平
成
15
年
４
月
２
日
～

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

❸
日
本
脳
炎
予
防
接
種

対
象
者

�

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
第
１
期
３

回
と
第
２
期
１
回（
９
歳
以
上
）を
接

種
し
て
い
な
い
方（
最
大
20
歳
未
満
ま

で
は
無
料
で
接
種
可
）

※�

未
接
種
の
も
の
が
あ
る
方
は
、
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。
３
月
31
日
を
過
ぎ
る
と
有
料（
約

１
万
円
）に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
証
の
郵
送

４
月
１
日
金
か
ら
の
新
し
い
保
険
証
を
３
月
下

旬
に「
簡
易
書
留
」で
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま

　
☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
サ
イ
ク
リ
ン
グ[

要
予
約]

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
隠
れ
た
史
跡
な
ど
を
自
転

車
で
回
り
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
特
製
サ
イ

ク
リ
ン
グ
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ン
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

３
月
19
日
土
午
前
10
時
半
～
午
後
２
時

対
象

小
学
３
年
生
以
上（
親
子
で
の
参
加
歓
迎
）

参
加
費

５
０
０
円（
保
険
代
・
昼
食
代
）

集
合
場
所

旧
志
筑
小
学
校（
中
志
筑
１
０
３
７
）

募
集
人
数

30
人（
先
着
順
）

申
込
期
限

３
月
８
日
火

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
品

身
上
書
、
写
真（
Ｌ
判
１
枚
）

問 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地
域
支
部

担
当（
大
内
）☎ 

０
２
９
９
（
２
３
）
３
８
２
９

※�

コ
ー
ス
や
貸
し
自
転
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
生

涯
学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課　
☎ 

０
２
９
（
８
９
７
）
０
５
１
１

す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、「
郵
便
物
等

お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
従
い
保
管
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た

郵
便
局
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

現
在
お
手
元
に
あ
る
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が

３
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

国
保
年
金
課（
千
代
田
庁
舎
）

健　

康

税
の
相
談
に
税
理
士
が
お
応
え
し
ま
す
。

日
時

３
月
１
日
火
午
後
１
時
～
３
時

場
所

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部（
土
浦
市
）

問 

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎ 

０
２
９
（
８
２
４
）
５
０
５
５ＨＰ ＱＲコード
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Information＆News
お知らせと情報

シリーズ「湖山の宝推奨品」❿（最終回）

自分たちの手で美しいまちづくりを
～環境美化・緑化推進～

◦花のみち事業

霞ヶ浦地区にある「かすみがうら花のみち」で、 花壇

の管理をする花のボランティアを募集しています。 行

き交う人の心を癒すとともに、 自分たちの住むまちの

環境美化・緑化推進を目的とした活動です。 ボラン

ティア活動に関心のある地域の方、 職場の仲間など

と一緒に活動に参加してみま

せんか。

▼内容 �花のみち花壇の年

間管理（植栽、 除

草作業、 終わった

花の抜き取りなど）

▼支援物品　　花苗、 肥料

▼応募資格　　�個人や各種団体（市外の方でも結構

です）

▼応募期限　　3月18日金

▼応募方法　　環境保全課へお申し込みください

◦花いっぱい事業

千代田地区では、 集落センターなどの公共空間の

花壇ボランティアへ花苗・肥料の支援をしています。

関心のある方は環境保全課までお問い合せください。

※�平成27年度に中佐谷かだんクラブは県の環境美

化コンクールで茨城新聞社長賞を受賞しました。

問 環境保全課（霞ヶ浦庁舎）

かすみがうら17

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

花のボランティア募集

霞ヶ浦帆引き船模型

火の取り扱いに注意しましょう

本格的な春の到来を控えながらも、 気温が低い

日が続き空気が乾燥し火災が発生しやすくなる時季

となります。 火災による死傷事

故を防ぎ財産を守るために火

の取り扱いには十分注意しま

しょう。

▼住宅用火災警報器

火災予防条例で設置が義務付けられています。 ご

家族の大切な命を守るために、 住宅用火災警報器

を設置しましょう。

問 消防本部 ☎ 0299-59-0119

 春季全国火災予防運動（3 月1日～ 7日）

放射性物質検査のために
タケノコを提供してください

▼規制解除に向けて

現在、 市内で生産されたタケ

ノコは、 放射性物質の影響により

出荷・販売・流通（知人への譲

渡なども含む）は出来ない状況に

ありますが、 今後、 その規制解除に向けた取り組みを

進めていく予定です。

▼検体提供のご協力をお願いします

規制解除のためには、 60 カ所以上から採取された

検体の検査結果がいずれも一定レベル以下の低値

になることが条件となるため、多くの検体が必要です。

つきましては、 解除後の販売などをお考えの方のみ

ならず、 販売などをしない方につきましても、 検体提

供をいただける方は、 所有の竹林での採取時期が近

づきましたら、 農林水産課（霞ヶ浦庁舎）にご連絡を

お願いします。

※�なお、 茨城県の方針により、 規制解除となった場

合でも、 販売などを行う際には市で管理する生産

者台帳への登録（台帳登録地以外で採取したタケ

ノコの販売などは不可）を行っていただき、 個別に

検査を実施することが必要となります。

問 農林水産課（霞ヶ浦庁舎）

タケノコ出荷規制解除に向けた取り組み

販売時期 ： 受注販売
販売先 ： 霞ヶ浦帆引き船 ・ 帆引き網漁法保存会
問合せ先 ： 郷土資料館　TEL 029-896-0017

霞ヶ浦の誇り、 帆引き船 !

帆引き船は、 凧の原理を応用、 船体の倍はある帆

に風を受け、 横向きにすべるように進みます。 その

「帆引き船操船技術及び帆引き網漁法」が平成27

年3月に市無形民俗文化財に指定されており、 この

独創的な船は世界にも類を見ません。 その伝承、 地

域の発展のために、 霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法

保存会の前身「霞ヶ浦帆引き船まつり実行委員会」が

作成したのが霞ヶ浦帆引き船模型。 現存する船を元

に、 失われつつある木造船の造船技術の調査に手を

尽くし、 船体の主材料には、 実物と同じ赤杉材を使

用、 手作業で作られるその姿は本物をそのまま縮めた

といっても過言ではない精巧な作りとなっています。 こ

の模型を通じて、 霞ヶ浦のシンボル「帆引き船」が後世

へ受け継がれてゆくことを願っています。

3月は「まゆクラフト研究会」の作品展示

あじさい館では、 市内の文化団体などが作成した

絵画、 写真、 陶芸、 工芸品などの芸

術作品を月替わりで展示しております。

▼期間 3月1日火～27日日
問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

あじさい館展示

スケール　40 分の1
12,000円（ガラスケース付・税込み）
模型サイズ　約38センチ（横）×約30センチ（縦）

逆西九区でお祭り用品を整備しました

一般財団法人自治総合センターでは、 地域住民が

自主的に行うコミュニティ活動を促進し、 自治意識を

盛り上げることを目的とした助成事業を行っています。

逆西九区は、 この事業を活用し、 お祭りの用品を整

備しました。

【整備した備品】

❶お面(ひょっとこ・岡目・狐)❷衣装(ひょっとこ・岡目・

狐 )❸振り毛 各３　❹獅子頭一式

問 秘書広聴課（千代田庁舎）

自治総合センター「コミュニティ助成事業」

ウェブサイトの部で『準特選』

市ホームページが「ウェブサイトの部」で準特選を受

賞しました。 今後とも、 より一層の内容の充実に努め

ていきますので応援よろしくお願いします。

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎）

平成 27 年茨城県広報コンクール

有料広告欄 有料広告欄
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規
定
以
外
の
野
焼
き（
野
外
焼
却
）は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

一 

般
家
庭
で
の
紙
く
ず
や
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
焼
却
、
畑
や
田
ん
ぼ

で
の
草
や
枝
の
焼
却
と
い
っ
た
野
焼
き（
野

外
焼
却
）に
よ
っ
て
、「
近
所
で
何
か
を
燃
や

し
て
い
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」、「
煙
の
せ

い
で
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」な
ど
の

苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
野
焼
き
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
14
年
12
月

か
ら
一
定
の
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

焼
却
炉
に
つ
い
て
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ

ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
な
ど
も

野
焼
き
と
同
じ
で
す
。
野
焼
き
は
付
近
の

住
民
の
方
へ
の
迷
惑
、
火
災
や
有
害
物
質

の
発
生
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
焼
却
禁
止
の
例
外
と
は
？

次
の
よ
う
な
場
合
は
例
外
的
に
焼
却
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
野
焼
き
は

必
要
最
低
限
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。
や

む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、
風
の
向
き
や
強

さ
・
時
間
帯
・
周
辺
の
環
境
な
ど
に
十
分

配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

❶�

国
や
県
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
河
川

の
管
理
を
行
う
た
め
に
伐
採
し
た
草
木

な
ど
の
焼
却
。

❷�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

❸�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

（
ど
ん
と
焼
き
な
ど
）

❹�

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
、

林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
条
な
ど
の

焼
却
、
漁
業
者
が
行
う
漁
網
に
付
着

し
た
海
産
物
の
焼
却
と
い
っ
た
、
農
業
、

林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
。
た
だ
し
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

は
適
正
な
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❺�

焚
き
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
っ
て
い

る
軽
微
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

❻�

風
呂
焚
き
、
炭
焼
き
窯
、
薪
ス
ト
ー
ブ

は
ご
み
焼
却
炉
に
あ
た
り
ま
せ
ん
。

※�

例
外
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、
生
活

環
境
保
全
上
の
観
点
か
ら
、
苦
情
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
善
命
令
や
各
種

の
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

法
律
違
反

野
焼
き
は「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違

反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両

方
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

他人の迷惑にならないために !
いま一度考えてみてください

生活環境の身近な問題はさまざまなことがあります。 市役所には野焼きやペットなどに関する苦情が

数多く寄せられています。 これらの問題を解決し、 住みよい生活環境を確保する上で、 注意すべきこ

とをいま一度考えてみてください。
問 環境保全課（霞ヶ浦庁舎）

暮らしのマナー

▼
猫
の
飼
い
方
に
気
を
つ
け
よ
う
！

「
茨
城
県
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」が
改
正
さ
れ
、
猫
の
屋
内
飼
養

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
猫
が
交
通
事

故
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
猫
に
と
っ

て
屋
外
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
糞
尿
や

爪
と
ぎ
な
ど
で
近
隣
の
方
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
良
猫

に
餌
を
あ
げ
て
い
る
人
が
い
て
猫
が
増
え
て

し
ま
っ
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

各 

家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
や
猫
な

ど
の
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
放
し
飼
い

や
フ
ン
害
な
ど
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が
原
因

の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
っ

て
い
る
動
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ

と
と
も
に
飼
い
主
と
し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル

や
近
隣
の
方
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

の
マ
ナ
ー
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

飼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

飼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
っ
て
飼
い
主
の

皆
さ
ん
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
室

内
飼
育
、
室
外
飼
育
問
わ
ず
、
犬
を
飼
っ

て
い
る
方
は
登
録
と
１
年
に
１
回
の
狂
犬
病

予
防
接
種
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
」「
飼
っ
て
い
る
犬
が

亡
く
な
っ
た
」と
い
っ
た
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
必
ず
市
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
は
必
ず
繋
い
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
！

市
で
一
番
多
い
動
物
に
関
す
る
苦
情
が

こ
の
放
し
飼
い
に
関
す
る
苦
情
で
す
。
放
し

飼
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
近
隣
の
方
に
恐

怖
心
を
与
え
た
り
、
噛
み
つ
き
事
故
を
起
こ

し
た
り
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
件
事
故
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

暮らしのマナー

ペ
ッ
ト
は
適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う

▼�

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
持
と
う
！

犬
の
放
し
飼
い
や
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
、

糞
害
、
捨
て
猫
・
犬
な
ど
飼
い
主
の
方
が

原
因
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
き
ち
ん
と
最
後
ま
で
飼
い
つ
づ
け
る

責
任
、
周
囲
の
人
や
環
境
に
迷
惑
を
か
け

な
い
責
任
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
責

任
な
ど
飼
い
主
は
多

く
の
責
任
を
求
め
ら

れ
ま
す
。

▼�

小
さ
な
命
を
大
切
に
！

～
不
幸
な
命
を
生
ま
な
い
た
め
に
～

茨
城
県
は
殺
処
分
頭
数
が
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
２
位
で
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
捨

て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
子
猫
や
子
犬
と
い
っ
た

不
幸
な
命
で
す
。
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、

動
物
愛
護
法
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。
特

に
猫
や
犬
は
繁
殖
効
率
の
い
い
動
物
で
す
。

こ
の
よ
う
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
避

妊
・
去
勢
の「
生
ま
れ
な
い
手
術
」を
行
い

ま
し
ょ
う
。

皆さん、 知っていますか？

◆ 1頭のメス猫が ・ ・ ・

◆ 1年後には 20 頭以上・ ・ ・

◆ 2 年後には 80 頭以上・ ・ ・

◆ 3 年後には 2000 頭以上に !

・無責任な餌やりは絶対にやめましょう !

・避妊、 去勢手術をおすすめします !

！

！！

！



文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

投
稿
作
品

老
い
し
母
の
歩
み
し
後
に
子
は
つ
き
て
夕
陽
を
浴
び
て
杖
は
光
れ
り	

石

塚

清

障
子
張
り
こ
れ
が
最
後
か
と
思
い
つ
つ
手
慣
れ
た
糊
刷
毛
丹
念
に
洗
う	

菅

谷

咊

子

な
に
は
あ
れ
担
い
し
た
す
き
繋
げ
ん
と
辿
り
着
き
し
も
渡
す
友
は
い
ず	

中

島

良
平

温
か
な
余
韻
残
し
て
友
逝
け
り
春
ま
だ
浅
き
如
月
の
季と

き節	

沽
野
は
つ
子

屋
根
毎
に
白
き
霜
お
き
陽
は
昇
る
厳
し
く
美
し
き
季
の
景
か
な	

渡

辺

静

江

お
裾
分
け
肌
つ
や
つ
や
と
蓬
餅	

扶

美

世

子
の
咳
に
母
は
お
で
こ
で
加
減
診
る	

や
ま
ぐ
ち
い
さ
む

20かすみがうら

出
島
短
歌
会

振
り
向
け
ば
柿
色
に
染
ま
る
夕
焼
に
犬
は
遠
く
を
見
つ
つ
吠
え
を
り	
飯
島
ヒ
ロ
エ

信
号
の
赤
か
ら
青
に
変
わ
る
時
事
故
思
い
出
し
ど
き
ど
き
通
る	
浜

田

留

子

玻
璃
越
し
に
飛
行
機
雲
の
な
び
き
ゆ
く
波
紋
の
よ
う
な
空
を
み
て
い
る	

岡

田

恭

子

い
つ
の
間
に
か
苦
し
み
だ
け
を
連
れ
去
り
て
時
は
無
言
で
我
を
追
い
越
す	

名

倉

子

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 3月3日木までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。

市
民
学
芸
員
が
語
る　　　　　　
シ
リ
ー
ズ
⓫

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
豆
知
識

問 

郷
土
資
料
館 ☎

０
２
９
（
８
９
６
）
０
０
１
７

千
代
田
俳
句
同
好
会

強
が
り
は
照
れ
隠
し
な
り
皮
ジ
ャ
ン
パ
ー	

飯

沼

礼

子

大
寒
や
牛
百
頭
の
放
し
飼
ひ	

大

塚

隼

人

麻
の
葉
の
模
様
蓮
田
の
氷
り
け
り	

大

西

周

冬
至
ま
で
ま
っ
て
い
た
よ
と
南
瓜
切
る	

加

藤

貞

江

命
乞
ふ
厄
除
け
札
を
買
ふ
四
温	

北

野

良

雄
青見

紫
陽
花
俳
句
会

友
の
通
夜
月
寒
き
夜
に
と
ぼ
と
ぼ
と	

飯

田

功

初
鐘
元
気
で
こ
そ
の
皺
の
数	

車

田

き
み

名
刹
の
甍
を
射
る
や
寒
月
光	

田
能

幸

雄

寒
月
や
集
落
ひ
た
と
野
に
し
ず
む	

萩
原
と
し
子

寒
鯉
の
並
び
し
水
面
絵
の
如
し	

福

田

宏

通

稲
作
文
化
と
信
仰

霞
ヶ
浦
沿
岸
地
方
で
の
稲
作
文
化
は
、
約

１
７
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
の
初
め
ご
ろ
に

は
開
始
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
稲

作
は
、「
常
陸
国
風
土
記
」行
方
郡
の
夜
刀
の

神
伝
説
に
よ
り
ま
す
と
霞
ヶ
浦
に
直
接
面
す

る
低
地
に
田
を
求
め
る
の
で
は
な
く
谷
津
を

中
心
に
開
発
が
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
水
戸
藩
南
領
と
呼
ば
れ

た
か
す
み
が
う
ら
市
周
辺
の
米
は
、
味
・
色

合
い
・
風
味
が
大
変
よ
く
評
判
で
し
た
。
御

田
植
え
神
事
に
は
、
稲
作
を
通
し
た
自
然
へ

の
祈
り
と
、
恵
み
を
も
た
ら
す
神
へ
の
感
謝

を
捧
げ
る
、
日
本
人
の
精
神
文
化
の
一
端
を

み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
牛
渡
鹿
島
神
社
▼

▼
▼

へ
い
さ
ん
ぼ
う
、
上
高
谷
鹿
島
神
社
▼
▼
▼

ド
キ
ョ
ウ
サ
マ
）

常
陸
野
の
自
然
か
ら
う
ま
れ
た
栗

筑
波
山
系
の
山
々
が
東
に
伸
び
き
っ
て
、

関
東
平
野
の
脇
腹
に
食
い
込
ん
だ
と
こ
ろ
が

かすみがうら21

千
代
田
地
区
で
す
。
こ
の
山
麓
の
台
地
は
、

谷
津
田
と
呼
ば
れ
る
狭
少
な
田
圃
が
入
り
組

み
、
松
・
杉
・
く
ぬ
ぎ
・
な
ら
な
ど
林
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
林
を
縫
っ
て
小
径
を
た
ど

る
と
、
集
落
や
栗
や
梨
な
ど
の
果
樹
園
に
あ

た
り
ま
す
。
そ
し
て
、
道
端
に
は
草
花
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ぞ
典
型
的
な
常

陸
野
だ
と
い
え
ま
す
。
武
蔵
野
と
の
違
い
は

果
樹
園
や
植
木
畑
、
豚
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
常
陸
野
に
、
栗
市

場
を
拡
大
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物

が
下
志
筑
の
長
谷
川
茂
蔵
氏
で
す
。
茂
蔵
氏

は
、
あ
る
日
自
宅
の
庭
先
に
あ
っ
た
２
本
の

栗
の
実
を
拾
い
集
め
、
一
反
歩
あ
た
り
、
ど

れ
く
ら
い
の
収
穫
が
望
め
る
か
計
算
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
栗
畑
一
反
歩
で
米
９
俵

か
ら
18
俵
に
相
当
す
る
収
入
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
栗
の
苗
木

を
仕
入
れ
屋
敷
前
の
山
林
を
開
墾
し
植
え
ま

し
た
。
茂
蔵
の
栗
栽
培
が
注
目
さ
れ
大
正
末

期
に
５
万
本
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
の
千

代
田
の
栗
や
志
士
庫
の
栗
が
有
名
に
な
っ
た

原
点
で
す
ね
。

次
回
は「
ジ
オ
と
水
産
業
」に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。（
深
井　

征
一
郎
）

↑�毎年5月5日に行われ

る「へいさんぼう」

【敬称略】大会結果

小学生の部
【男子 1･2･3 年】㊝齋藤涼太②塩谷和大③初鳥悠人
【女子 1･2･3 年】㊝原田咲希②齋藤史歩③日向緑
【男子 4･5･6 年】㊝古村希星②待山翔③佐々木仰羽
【女子 4･5･6 年】㊝塩谷菜那②武田綾奈③柳澤七海
【男子駅伝】㊝千代田サッカー少年団Ａ②下大津牛渡
スポーツ少年団Ａ③志士庫・安飾スポーツ少年団 ver１

【女子駅伝】㊝霞ヶ浦ＳＴＣ②下大津スポーツ少年団A
③シルバーラビット
【男子親子マラソン】㊝佐野漣哉・佐野公祐②坂本純
希・坂本和幸③斉藤陸斗・斉藤正治

【女子親子マラソン】㊝横倉つぼみ・横倉学②石塚来
望・石塚健太郎③小林芽生・小林憲夫

中学生の部
【中学生男子】㊝藤関泰成②石川舞都③塚本智史
【中学生女子】㊝寺嶋美遥②吉嶺あかね③山口結愛
【男子駅伝】㊝霞ケ浦中陸上部②下稲吉中学校男子ハ
ンドボール部Ａ③走麺会

【女子駅伝】㊝ラッキーガール②ＯＧラビッツ③下中
連合

一般の部
【一般男性】㊝辻井正紀②竹内源光③山﨑重武
【一般女性】㊝海東稔枝②初鳥恵子③澤田侑香
【男子駅伝】㊝東風高校野球部「甲子園」②スパークＡ
③Kankijin D

【女子駅伝】㊝水郷②タナカC③スパークＧ

　
２
月
６
日
、
第
11
回
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
多
目
的
運
動
広
場
を
発
着
点
に
行
わ

れ
、
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
の
男
女
年
齢
別
16

部
門
に
約
１
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま

り
、
個
人
や
チ
ー
ム
で
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
大
会
に
は
、
ふ
る
さ

と
大
使
の
オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
さ
ん
が
参
加
。

開
会
式
で
は
、
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
応

援
ソ
ン
グ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
冬

空
の
下
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
狙
っ
て
力
走
す

る
ラ
ン
ナ
ー
も
い
れ
ば
、
ピ
エ
ロ
な
ど
の
コ
ス

プ
レ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
楽
し
く

走
る
参
加
者
。
新
種
目
の
親
子
マ
ラ
ソ
ン

に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
沿
道
の
声
援

や
拍
手
を
力
に
変
え
て
、
懸
命
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

第 11回 市民マラソン大会

健脚を競う
～　 　～

早春に

ＨＰ ＱＲコード

※�リザルト（成績）は生涯学習課ホーム
ページにも掲載しています



楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）

まちのわだい

22かすみがうら

My Town Topics

今月のスマイル

かすみがうら23

12月22日、 千代田庁舎で社会福祉法人明岳会と市

は「災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する

協定」を締結しました。 協定により、 市内で大規模災害が

発生した場合に、 一人ぐらしの高齢者や高齢者のみの世

帯の者など、 避難生活において何らかの特別な配慮を必

要とする方が、安心して避難生活ができるようになります。

↓社会福祉法人 明岳会 理事長の狩野平左衛門岳也さん（左）

要 災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定

配慮者に、安心できる避難所を

↑藤の木に丁寧に土をかける代表児童と、 見守る“いばらき緑の大使”

緑 緑の少年団結団式＆「藤棚」完成記念式典

と親しみ、守り育てる

1月26日、 志筑小学校で「緑の少年団結団式」と子

どもの森づくり推進事業による「藤棚」の完成記念式典を

行いました。 結団式では、 ６年生の代表児童が誓いの言

葉を述べ、 県からの団旗目録を受け取りました。 その後

の式典では、 来賓、 校長先生、 代表児童により、 完成し

た藤棚の周りに、 藤の木の記念植樹を行いました。

↓市長観覧での人員服装点検

1月11日、 多目的運動広場と体育センターを会場に市

消防出初式が開催されました。 出初式は、 消防団員や消

防職員、 関係者が一堂に会し、 市民の生命と財産などを

守る決意を新たに士気の高揚を図ることを目的に毎年開催

されています。市長観覧では、人員服装点検などが行われ、

その後、 式典では消防団員の表彰伝達が行われました。

決 市消防出初式

意新たに ～自らのの地域は、自らで守る～

↑主催者としてあいさつをする坪井市長

1月27日、 市と市商工会主催の新春賀詞交歓会が

開催され、 市内各界を代表する方々が集い盛大に行われ

ました。 初めに坪井市長が「市の活性化への足掛かりと

すべく、 地方創生を進めて参ります」とあいさつ。 来賓祝

辞の後、 加固市議会副議長の乾杯で祝宴に入ると、 出

席された方々の終始和やかな懇談が繰り広げられました。

地 新春賀詞交歓会

方創生を推進し、地域の活性化を

1月31日、 あじさい館で「見た目も

おいしい親子でお弁当づくり教室」が開

催されました。 親子11組が参加。 “く

まモンのおにぎり”や“ウサギのミート

ボール” “くるくる卵焼き”などが詰めれ

たキャラクター弁当を、 親子で楽しみな

がら作りました。 参加者からは「とてもか

わいいお弁当ができました」 「家でも作

りたい」 「親子参加型のイベントが好き」

といった感想がありました。

キ 見た目もおいしい親子でお弁当づくり教室

ャラ弁で親子のコミュニケーション

い講師の先生からキャラ弁の作り方を教えてもらう参加者の皆さん。 みんな真剣です。 　

ろはにほ親子で楽しみながらお弁当作り　へくまモンとウサギのかわいいお弁当が完成 !　

ろ へ

は に ほ

い

↓啓発品などを配布し交通安全を呼びかける関係団体の皆さん

1月8日、 国道6号線の千代田庁舎下交差点で、 市

内の交通団体と土浦警察署などによる「交通安全年頭

キャンペーン」を実施。 運転者に啓発品や交通安全のチ

ラシを配布し、 交通安全の徹底・飲酒運転の根絶を呼び

かけました。 その後、 市内の神社にて今年1年間が交通

死亡事故ゼロとなるよう交通安全を祈願しました。

交 交通安全年頭キャンペーン

通ルールを守って安全運転を！

1月9日、 雪入ふれあいの里公園で「森の工作室“蔓

かご講座”」が開催されました。 参加者は23人。 準備さ

れたアケビなどの蔓植物を使い、 慣れない作業に悪戦苦

闘しながらも、 講師の先生の指導を受けながら、 それぞ

れ味のある素敵な作品に仕上げました。 講座の最後には

おしるこが振る舞われ、 皆さんでおいしくいただきました。

蔓 森の工作室「蔓
つる

かご講座」

で作った味のある素敵な作品

↑講師の先生の指導を受けながら蔓かご作りをする参加者



Yukiiri Wild cherry blossoms Walk

雪入山桜ウォーク

4/9土 開催
受付開始：3月12日（土）9時～

※電話で申し込んでください（先着順）

雪 
入山を中心とする一帯は、 「茨城の

自然100 選」に選定されている「成

沢」をはじめ山桜の名所として知られ、 そ

の数は数千本とも言われています。 沿道に

咲くソメイヨシノから後を継ぐように山一面

を彩る山桜の花は、 場所によって咲く時期

や色合いも千変万化。 雪入山一帯に整備

されたハイキングコースを歩きながらもえ始

めた山の彩りを楽しみましょう。

◆コース
①尾根コース約10km（募集定員300人・参加費300円）

�中央青年の家　⇨　剣ヶ峰　⇨ 青木葉峠　⇨　三ツ石

森林公園　⇨　雪入ふれあいの里公園 ⇨ 中央青年

の家

②里コース約 5km （募集定員１００人 ・参加費100円）

雪入ふれあいの里公園周辺

◆問い合わせ・申し込み先
①尾根コース

中央青年の家 ☎ 029-862-3500

②里コース

雪入ふれあいの里公園 ☎ 0299-59-7000

広報誌は環境にやさしい

植物油インキを使用しています。
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Convenience store issue starting


